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前年同月比 12ヶ月移動平均 3ヶ月移動平均

80

90

100

110

120

130

140

150

160

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

1月 7月 1月 7月 1月 7月 1月 7月

2013 2014 2015 2016

(2001
=100)（％） 消費の動向

小売商業販売（3ヶ月移動平均）

スーパーマーケット販売額（3ヶ月移動平均）

ｻﾝﾃｨｱｺﾞ首都圏商業販売（3ヶ月移動平均）

消費者認識指数（右目盛）

2 0 1 6 年 1 1 月 1 6 日 
在チリ日本大使館経済班 

チリ経 済 情 勢 報 告 （2016年 10月 ） 

 

 

 

１．経 済 指 標  

（１） 経 済 活 動 指 数 （IMACEC）－前 年 同 月 比 1.4％－ 

９ 月 の IMACEC は 前 年 同 月 比 1.4 ％ ， 季

節 調 整 済 前 月 比 は0.2％となった 。 中 銀 に

よ る と ， 鉱 業 以 外 の 業 種 は 1.9 ％ の 上 昇 を

続 ける中 ，鉱 業 が▲3.6％下 落 した。サービ

ス業 の好 調 を 製 造 業 と卸 売 業 が相 殺 する

形 となった。 

な お ， 季 節 調 整 済 前 月 比 で は 鉱 業 は

1.2％，非 鉱 業 部 門 は0.1％となった。 

中 銀 ア ン ケ ー ト に よ る 11 月 の IMACEC の

予 想 は 前 年 同 月 比 1.5 ％ （ 中 央 値 ） と な っ

ている。 

 

（２） 消 費 －回 復 が見 られる－ 

①  ９ 月 の 小 売 商 業 販 売 指 数 （ 実 質 ， INE

公 表 ）は，前 年 同 月 比 7.4％となった。同 指

数 （除 く車 ）は同 6.7％となった。 

②  ９月 のスーパーマーケット販 売 額 （実 質 ，

INE公 表 ）は，前 年 同 月 比 5.4％となった。 

③  ９ 月 の 商 業 販 売 額 （ チ リ 商 工 会 議 所 公

表 ， サ ン テ ィ ア ゴ 首 都 圏 ， 暫 定 値 ） は 、

7.7％となった。 

④  ９ 月 の 消 費 者 認 識 指 数 （ CIEN 公 表 ） は

92 .5と前 月 （97 . 1 ）から下 落 してい る。 現 状

＜概 要 ＞ 景 気 は停 滞 している。  
● 消 費 は回 復 が見 られる。  
● 生 産 、企 業 マインドは悪 化 している。  
● 失 業 率 は悪 化 している。  
● 消 費 者 物 価 は安 定 している。  
● 貿 易 は輸 出 の減 少 が続 いている。  
● 銅 価 格 はやや回 復 し，為 替 はペソが強 まっている。株 価 は回 復 している。  

先 行 きについては，銅 価 格 及 び為 替 の動 向 が国 内 経 済 に与 える影 響 に引 き続 き留

意 する必 要 がある。 
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（ポイント）
企業業況判断指数（IMCE）
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建築許可面積（前年同月比、％）

3ヶ月移動平均

指 数 は96 .5（103 . 9），将 来 指 数 は91.2（94 . 9）となり，やや改 善 している。  

⑤  8月 の新 車 販 売 台 数 は32,377台 （同 12 . 9％）となった。  

 

（３） 鉱 工 業 生 産 ，電 力 －生 産 はやや弱 い－ 

９月 の工 業 生 産 指 数 は，前 年 同 月 比

1.4 ％ と な っ た 。 セ ク タ ー 別 で は 出 版 ・ 印

刷 業 が 同 9.2 ％ ， 化 学 物 製 品 が 8.7 ％ と

プ ラ ス に 寄 与 し た 一 方 ， 家 具 ・ そ の 他 の

製 品 が ▲ 9.6 ％ ， 非 金 属 鉱 物 製 品 が 同

▲9.4％のマイナスとなった。 

９ 月 の 鉱 業 生 産 指 数 は 前 年 同 月 比

▲1.6％となり ，うち銅 は同 ▲2.5％と再 び

マイナスの伸 びとなった。 

９ 月 の 電 力 指 数 は 前 年 同 月 比 0.3 ％

となった。 

 

（４） 企 業 の業 況 判 断 －低 調 － 

９ 月 の IMCE （ 企 業 業 況 判 断 指 数 ） は

42 .73 ポ イ ン ト と ， 先 月 に 回 復 が 見 ら れ る 。

前 年 同 月 差 は3.45ポイント，前 月 差 は▲

0.90 ポ イ ン ト と な っ た 。 内 訳 を 見 る と ， 商

業 が 49.53 （ 同 1 .73 ポ イ ン ト ） と 製 造 業 が

44 .04 （ 同 1 .70 ポ イ ン ト ） が 回 復 を 見 せ る

の に 対 し ， 鉱 業 が 54 .87 （ 同 ▲ 8.28 ポ イ ン

ト ） ， 建 設 業 が 18 .35 （ ▲ 2 .22 ポ イ ン ト ） 悪

化 した。 

 

（５） 不 動 産 －減 少 している－ 

９ 月 の 建 築 許 可 面 積 （ INE 公 表 ） は 前

年 同 月 比 ▲ 36 .9 ％ （ 3 か 月 移 動 平 均 ） と

引 き 続 き 下 落 が 加 速 してい る。 内 訳 を 見

ると，住 居 が同 ▲46.4％が大 幅 な下 落 が

続 い て お り ， 非 住 居 も 同 ▲ 13 .3 ％ と な っ

た。 

 

（６） 雇 用 －悪 化 している－ 

７～９ 月 期 の失 業 率 は6.8％と先 月 より は下 落 した ものの，高 い 傾 向 が続 いてい る。前

年 同 期 比 で 見 る と ， 労 働 力 人 口 は 112 ,373 人 増 加 （ 前 年 同 期 比 1.3 ％ ） ， 就 業 者 数 は

76 ,663人 増 加 （同 1.0％）したが，失 業 者 数 は35,710人 （同 6 .5％）増 加 が続 いている。セク
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就業者数 失業率（右目盛）

雇用情勢（千人） （％）

タ ー 別 の 就 業 者 数 伸 び 率 で は ， 電 気 ・ ガ

ス ・ 水 道 （ 同 13 .0 ％ ） ， ホ テ ル ・ レ ス ト ラ ン

（ 同 7 .4 ％ ） で 上 昇 す る 中 ， 金 融 仲 介 業

（同 ▲13.3％）及 び鉱 業 （同 ▲12 .6％）では

マイナスが続 いている。 

９ 月 の 賃 金 は ， 名 目 は 前 年 同 月 比

5.0％，実 質 は同 1.9％となった。 

 

（７） 物 価 －安 定 している－ 

10月 の消 費 者 物 価 指 数 （総 合 ）は，前

月 比 は0.2％，前 年 同 月 比 は2.8％となり，

インフレターゲットよりも低 い値 となった。品

目 別 に 前 年 同 月 比 の動 き を みる と， 生 鮮

野 菜 果 実 （ 7.1 ％ ） ， 保 健 医 療 （ 5.2 ％ ） が

上 昇 している一 方 ，燃 料 （▲3.2％），衣 料

品 ・ 靴 （ ▲ 1.7 ％ ） と 下 落 し て い る 。 生 鮮 野

菜 果 実 及 び 燃 料 を 除 くコア 指 数 は ， 前 月

比 0.1％，前 年 同 月 比 は3.0％となった。 

中 銀 アンケートによる１１月 の消 費 者 物

価 指 数 （総 合 ）の予 想 は前 月 比 0.3％とな

っている。インフレ期 待 は1年 後 ：3.0％（前

月 3.1％），2年 後 ：3 .0％（前 月 3.0％）と引 き続 き安 定 している。 

９ 月 の 生 産 者 物 価 （ 全 産 業 ）は ， 前 月 比 は▲0.4 ％， 前 年 同 月 比 は ▲4.2 ％ となっ た 。

農 耕 ・牧 畜 （前 年 同 月 比 13.9％）が上 昇 する中 ，鉱 業 （同 ▲7.2％）が下 落 している。 

 

（８） 貿 易 －輸 出 の減 少 が続 いている－ 

①  10 月 の 輸 出 額 （ FOB ） は 45 . 3 億 ド ル （ 前

年 同 月 比 ▲ 5.6 ％ ） と な っ た 。 内 訳 を 見 る と ，

鉱 業 品 25.7億 ドル（同 0.7％），農 林 水 産 品

2.0 億 ド ル （ 同 19 .3 ％ ） ， 製 造 業 品 19.1 億 ド

ル（同 ▲9.9％）となった。鉱 業 品 のうち銅 は

21 .6 億 ド ル （ 同 ▲ 6.3 ％ ） ， 銅 を 除 い た 輸 出

総 額 は23 .7億 ドル（同 ▲4.8％）となった。 

②  10 月 の 輸 入 額 （ FOB ） は 47 . 6 億 ド ル （ 前

年 同 月 比 ▲ 7.6 ％ ） と な った 。 内 訳 （ CIF ） は ，

消 費 財 16.5 億 ド ル （ 同 ▲ 6.1 ％ ） ， 中 間 財

24 .5億 ドル（同 ▲7.5 ％），資 本 財 9.6億 ド ル

（同 ▲9.8％）となった。 

③  ９月 の貿 易 収 支 （FOB）は2.3億 ドルの赤 字 となった。 
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国際銅価格と銅在庫の推移
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(ペソ／ドル) 為替の動向（チリ・ペソ/ドル）

（注）チリ中銀Observado値（銀行間レートの加重平均値）
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IPSAサンティアゴ主要株価指数（2002/12/30=1000）

（９） 対 日 ・中 ・韓 貿 易  

①  対 日 貿 易 （ FOB ） ：９ 月 の 貿 易 額 は ， 輸 出 額 3.2 億 ドル（ 前 年 同 月 比 ▲ 11 .4％ ）， 輸 入

額 1.5億 ドル（同 ▲28.7％），貿 易 総 額 では4.7億 ドル（同 ▲17.8％）となった。 

②  対 中 貿 易 （FOB ）：９ 月 の貿 易 額 は， 輸 出 額 14.2億 ドル（ 前 年 同 月 比 3.6％），輸 入 額

11 .6億 ドル（同 ▲9.9％），貿 易 総 額 では25 .8億 ドル（同 ▲2.9％）となった。 

③  対 韓 貿 易 （FOB）：９月 の貿 易 額 は，輸 出 額 2.8億 ドル（前 年 同 月 比 ▲4.8％），輸 入 額

1.4億 ドル（同 ▲3.3％），貿 易 総 額 では4.2億 ドル（同 ▲4.3％）となった。 

 

2．市 場 の動 き 

（１） 国 際 銅 価 格 －やや回 復 している－ 

10月 の国 際 銅 価 格 は，1ポンド2.1804ド

ル （ ３ 日 ） で 始 ま り ， 月 末 に は 2.1897 ド ル

（30日 ）と前 月 末 比 ▲0.1％で終 了 した。 

月 初 は 米 国 と 中 国 の 強 い 経 済 指 標 と ，

銅 鉱 山 閉 鎖 に伴 う供 給 量 の減 少 から，一

時 期 価 格 が 上 昇 し た ものの ， 後 半 か ら 米

国 の 大 統 領 選 に 伴 う 為 替 市 場 の 影 響 も

受 けて，じりじりと低 下 した。 

10月 の銅 在 庫 は，542 , 858トン（１日 ）か

ら488 , 655（30日 ）と前 月 末 より増 加 した。 

 

（２） 為 替 －ペソが強 くなっている－ 

10月 の為 替 は，1ドル658 . 02ペ ソ（３ 日 ）

で 始 ま り 、 月 末 に は 651 .65 ペ ソ （ 30 日 ） と

前 月 末 比 ▲7.43ペソとなった。 

米 国 の 強 い 経 済 指 標 を 受 け て，ドル高

ペソ安 で始 まったが，世 界 的 なドル価 格 の

下 落 及 び商 品 市 況 の好 調 から，ペソが強

まる動 き となった 。一 方 で，12月 の米 国 の

金 利 引 上 げ と 米 国 大 統 領 選 に 対 す る 期

待 から，ドル買 いの動 きも強 まっている。 

 

（３） 株 価 －回 復 している－ 

10 月 の IPSA 値 （ サ ン テ ィ ア ゴ 主 要 株 式

指 数 ）は 4036 . 95ポ イ ント （ ３ 日 ）で 始 まり 、

月 末 に は 4289 . 78 ポ イ ン ト （ 28 日 ） と な り ，

前 月 末 比 6.8％で終 了 した 。特 にエネ ルギ

ー 部 門 で の 上 昇 が 目 立 ち ， ブ ラ ジ ル の 景

気 回 復 やチリの地 方 選 挙 ひいては来 年 の
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大 統 領 選 挙 に対 する期 待 から株 価 が上 昇 した。 

 

3．経 済 トピックス 

（１） チリ・ウルグアイFTA署 名  

 チリは，メルコスール加 盟 国 との経 済 関 係 の強 化 を進 めてい るが，今 般 ，ウルグアイと

FTAを 署 名 する。ウ ルグアイ は，これでメルコスール加 盟 国 でチ リ とFTAを 締 結 する 最 初

の国 となる。チリ・ウルグアイ間 の貿 易 総 額 は，３４９百 万 米 ドル（２０１５年 ）。 

 パシ フィコ大 学 のラモス教 授 は，チリ ・ウ ルグアイ 経 済 関 係 は，本 署 名 を 受 けて，モ ノ・

サービス貿 易 ，原 産 地 規 則 ，植 物 検 疫 制 度 ，環 境 等 を含 んだ二 国 間 の貿 易 環 境 が整

備 されることを受 けて，直 接 的 な経 済 関 係 を構 築 することになると述 べた。 

 ウ ルグ ア イに とって，本 署 名 は，約 ５ ％の持 続 的 な経 済 成 長 を 遂 げ，一 人 当 た りGDP

が１６，３５０米 ドル（２０１４年 ，世 銀 ）となる中 ，財 政 的 にも時 宜 を得 ている。 

 

（２） ラ米 サービス貿 易 協 会 協 議 会 の開 催  

 ラ米 サービス貿 易 協 会 協 議 会 （ALES）の第 ６回 協 議 会 がチリにおいて初 めて開 催 され

た。ALESは17カ国 からの公 的 ・民 間 機 関 で構 成 されており，ラ米 地 域 における貿 易 ・投

資 の拡 大 、ひいてはグローバルハブ化 を目 的 としている。 

 会 議 に 出 席 した バチェレ大 統 領 は，近 年 はグ ローバル化 ，競 争 の加 速 化 ，天 然 資 源

への依 存 度 の低 下 によって，ラ米 地 域 の（潜 在 的 ）能 力 は危 険 にさらされている。サービ

ス貿 易 が活 発 化 する 事 で雇 用 が創 出 され ，開 発 が進 み，ジ ェンダ ー平 等 が達 成 され る

だろうと述 べた。 

 レボジ ェドDIRECON総 局 長 は，サービス のグ ローバル貿 易 化 は成 長 の 為 の高 い 可 能

性 を秘 めていると認 識 しており，この協 議 会 開 催 中 に様 々な目 に見 える形 のアクションを

行 う予 定 である。チリ の世 界 への輸 出 の内 15％を 占 める部 門 の代 表 者 が集 まるこの協

議 会 をチリで開 催 することを誇 りに思 うと述 べた。 

 

（３） 果 実 生 産 者 連 盟 会 長 の就 任  

 チリ全 国 農 業 協 会 （ＳＮＡ）元 会 長 で，元 在 中 国 チリ大 使 のルイス・スチミッド氏 が，１９

９７ 年 ～２ ００ ６ 年 に 既 に会 長 であった チリ 果 実 生 産 者 連 盟 （ＦＥＤ ＥＦＲ ＵＴＡ ）会 長 に 復

帰 する。「ス」会 長 は，ＦＥＤＥＦＲＵＴＡ会 長 就 任 ５ヶ月 後 に一 身 上 の都 合 により辞 職 した

ラモン・アチュラ農 業 経 営 者 の後 任 となった。 

 エル・メルクリオ 紙 とのインタビュ ーで，「ス」会 長 は、ＦＥＤ ＥＦＲＵ ＴＡに復 帰 することで，

果 実 部 門 に 貢 献 と 知 識 を 提 供 で き ， Ｆ Ｅ Ｄ Ｅ Ｆ Ｒ Ｕ Ｔ Ａ に 愛 着 を 持 っ て い る と 説 明 し た 。

「（チリ人 として）昔 は米 国 と欧 州 の市 場 に参 入 するために努 力 したが，現 在 は異 なる技

術 と季 節 を持 つアジア市 場 へ移 動 した。そこでは私 の経 験 で将 来 巨 大 な挑 戦 に直 面 す

る果 実 部 門 のために新 たな道 と機 会 の追 求 に貢 献 できる。」と述 べた。 

 「ス」会 長 は，ＦＥＤＥＦＲＵＴＡ 設 立 者 のフロレンシオ ・ラソ氏 と１ ９９８ 年 ～２０ ００ 年 に か

けて「チリ・中 国 実 験 農 場 」の実 施 で中 国 市 場 へのチリ果 実 の参 入 に貢 献 した。実 験 農

場 の実 施 は，中 国 人 がチリの果 実 生 産 の基 準 を理 解 できるという目 的 があり，中 国 との

２００５年 ＦＴＡに係 る農 業 問 題 解 決 の迅 速 化 に貢 献 した。 

 また ，「ス」会 長 は，ＦＥＤ ＥＦＲＵＴ Ａがこれから様 々な挑 戦 に 直 面 しなければならない と

述 べた 。「私 は，隣 国 が果 実 に 関 する 激 し い 促 進 キャンペ ーンを 通 してチ リ 果 実 の位 置

を奪 ってい ることを 見 たことがあ る。（従 って）従 来 の方 法 を 重 複 してはならず，技 術 と他

の側 面 で取 組 まなけ ればならない。」と説 明 し，「効 率 の良 い新 しい植 物 を 生 産 しなけれ

ばならない 。更 に，現 在 ，新 た な市 場 への参 入 及 びそ の市 場 で の新 た な広 告 方 法 を 探

す必 要 がある。」と付 け加 えた。 
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（４） 世 銀 「Do ing  Bus iness  2017」（チリは５７位  

 世 銀 の「Do ing  Bus iness（ビジネス環 境 ランキング）」（２０１７年 版 ）（２５日 発 表 ）によれ

ば，チリは１９０カ国 のうち第 ５７位 （２０１６年 ，５５位 ）。太 平 洋 同 盟 の中 では，メキシコ４

７位 ，コロンビア５３位 ，ペルー５４位 で最 下 位 となってしまった。 

 ランキングは，１０の指 標 を 基 に判 断 されるが，チリが順 位 を落 とした理 由 として，電 力

へのアクセス，建 設 許 可 の手 続 き，クレジットの供 与 ，納 税 手 続 き，ビジネスの立 ち上 げ

等 での マイ ナ ス 評 価 を 挙 げ てい る 。 一 方 ， 逆 に 評 価 を 得 た のは ， 契 約 の 遵 守 ， 破 産 手

続 きの容 易 化 である。 

 専 門 家 によれば，チリが，ビジネス円 滑 化 のための改 革 を行 っていないことを指 摘 する。

ランキングの対 象 国 からは，過 去 １年 間 で，ビジネス環 境 整 備 のために実 施 した改 革 が

全 部 で２７８件 報 告 されているが，チリからは１件 の報 告 も上 がっていない。 

 チリ財 務 省 のマクロ経 済 責 任 者 は，チリは，引 き続 き，（中 南 米 ）地 域 では制 度 に透 明

性 を 有 し，競 争 力 を 有 する国 であ る。なお ，納 税 手 続 きにつ い ては，本 年 度 改 正 を 行 う

こととなっているとした。 

 

（５） 中 国 の鉄 鋼 ・鉄 鋼 品 に対 するAD措 置  

 チリ財 務 省 は，昨 日 ，中 国 産 の鉄 鋼 ・鉄 鋼 品 （円 柱 １６mm以 下 ）に対 して，AD措 置 に

基 づき，関 税 を一 時 的 に引 上 げることを決 定 した。暫 定 関 税 は，４０．６％。上 記 の暫 定

措 置 は，最 終 決 定 がなされるまでで，今 後 ４ヶ月 間 適 用 される。 

 

（６） リチウム開 発  

 ウィリアムス鉱 業 大 臣 は，チリ原 子 力 エネルギー委 員 会 （CCHEM）主 催 の「エネルギー

資 源 としてのリチウ ム ：南 米 の可 能 性 」と題 するセミナ ーに 出 席 し ，リ チウム の開 発 に 関

する講 演 を行 い，その中 で以 下 のとおり述 べた。 

 世 界 のリチウム埋 蔵 量 のうち５６％は，アルゼンチン（１５ ．９ ％），ボリビア（２２％）及 び

チリ（１８．３％）に存 在 しており，国 際 市 場 に対 しては，（南 米 地 域 による）協 働 とそのシ

ナジー効 果 により可 能 性 が広 がる。 

 リチウム は，次 世 代 のエネ ルギ ーとして，気 候 変 動 問 題 に 対 処 してい く上 ではクリ ーン

エネルギーとしても期 待 され，かつ，戦 略 資 源 としてはチリにとってのポテンシャルである。 

 リチウムの開 発 については，その戦 略 つくりや技 術 面 ・法 制 面 の検 討 は，非 金 属 鉱 物

委 員 会 に委 託 してい るが，まず，地 質 的 な情 報 の収 集 ，環 境 ・水 質 的 な課 題 への対 応 ，

地 域 コミュニ ティーとの対 話 の構 築 ，ア タカマ塩 湖 のモニ ターシ ステム の見 直 しなどが必

要 である。 

 また ，リ チウムの利 権 は（民 間 に ）委 譲 しない とい う国 策 の下 ，国 家 自 らが企 業 を 通 し

て開 発 を 行 うこととしてい る。開 発 は，この趣 旨 に 賛 同 した 投 資 家 との官 民 協 力 で進 め

られる。（チリ北 部 第 ３ 州 の）マリクンガ及 びペデルナレス塩 湖 のリチウム開 発 については，

その契 約 のあり方 等 の検 討 をチリ開 発 公 社 （CORFO）に委 託 している。政 府 は，目 下 ，

数 ヶ月 以 内 に開 発 スキームを整 備 させるべく取 り 組 んでいる。政 府 のプライオリティーは，

より付 加 価 値 のあるリチウムを如 何 に国 際 市 場 に供 給 していくかである。 

（以 上 ） 


